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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は地表面と大気層との間の熱エネルギー交換において土壌層の水分特性が地表面熱特性に及
ぼす影響を明らかにすることを目的としてなされた。この目的を達成するために，筑波大学水理実験
センター内に野外実験圃場（裸地由関東ローム層）を設置し，地上および地下に合計26項目におよぶ
気象・水文要素を測定する機器を設置して詳細な熱収支観測を行った（1982年7～8月，1983年7～
8月）。観測結果を基にして，以下のような結果を得ている。
（互）土壌の乾燥化にともなって，地表面から深さ約1㎝のところまでに熱伝導の低い層が生ずること
　を見いだし，この層を準断熱層（叩as11忍s独1ated　so1〕ayer）と命名した。この準断熱層は次のよう
　な特性を有している。（・）層内の土壌水分は下層のそれに比べて非常に少ない（O．卜O．会㎡聰■3）。（b）
　単位当たりの地温変化率が大きい（5－0℃hr■1）。（・）地温勾配が非常に大きい（5×102～7×
　102．C狐’1）。
（2）地表面に吸収された正味日射量（正味短波放射量）は湿潤地表面の場合，主に顕熱，潜熱，地申
　熱量の三つの熱力学項に配分されるが，乾燥した場合には放射項への再配分が支配的になる。
関東地方に広く分布する関東ローム層の地表面下深さ1c畷までの土壌層の土壌水分が体積含水率
　O．35㎡鰍■3～O．1㎡m■3へと減少する場合の熱収支各項の配分率には次のような特徴が見られた。
　（・）正味短波放射量（Sn）に対する正味放射量（R昼）の比（Rn／Sn）は0．9からO．7へと急減する
　　のに対して，正味短波放射量に対する顕熱量（H）の比（H／Sn）一と，正味放射量に対する地中
　　熱流量Goの比（Go／Sn）はそれぞれO．1からO．2へと増加する。
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　（b）正味放射量に対する潜熱量（肥）の比（肥／SB）はO．6からO．3に急減する。これに対して正味
　　放射量に対する正味長波放射量Lnの比（L巫／Sn）はO．1からO．3へと増加する。
　（・）顕熱に対する潜熱の比（ボーエン比の逆数）は，5から2へと減少する。
　（d）顕熱，潜熱，地申熱流量の和（獺十肥十Go）に対する正味放射量の比はO．1から0．5へと増加する。
（3）土壌の熱拡散係数を土壌水分および深さの関数とし，土壌水分は表層ほど指数的に小さくなると
　仮定して地温鉛直分布を推定する数値実験を行った結果は，従来の土壌水分分布を考慮しない結果
　に比べて観測値と良く適合した。
審　　査　　の　　要　　旨
　地表面における熱収支の変動は大気層の熱エネルギー輸送に影響を及ぼし，これはさらに地球の自
然環境の成立にも大きな影響を与える。土壌水分は地表面熱収支に影響を及ぼす重要な因子の一つと
して挙げられるが，土壌水分と地表面熱収支特性の相互関係についての野外実験的研究は殆ど無く，
詳細については不明な点が多かった。
　著者はこの問題を明らかにするため，地表面条件の簡単な裸地を選んで野外実験観測圃場を設定し，
26項目におよぶ気象。水文の連続観測システムを作成し詳細な実験的研究を遂行し貴重なデータを得
た。
　その結果，地表面の土壌水分があるしきい値（本実験の関東ロームの土では体積含水率でO．27～
O．25㎜3聰一3）を境として，湿潤状態から乾燥状態に変化したとき，正味短波放射に対する正味放射量
の比がO．9から0．7に急変して地表面への熱の吸収効率が悪くなることを見いだし，これにともなって
正味放射量に対する潜熱量，正味長波放射量，あるいはボーエン比などの各種の熱収支に関係するパ
ラメータが急変することを見いだした。この研究は，地球表面における熱収支特性に果たす地表面付
近の土壌水分の役割を観測結果から詳細に分析したもので，水文学，熱収支気侯学に対する寄与も極
めて大きく，高い評価を与えることができる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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